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内モンゴルにおける金融システムと金融機能の向上 
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１．はじめに 
近年、中国では毎年約９％の経済成長を達成し、世界的な注目を集めている。ところが、
中国国内においては沿海部の高成長地域と内陸部の後進地域の間に著しく大きな格差が存
在している。内陸部に属する内モンゴルにおいても、その内部で工業都市・大企業を中心
とした都市部金融市場と農家、牧民を中心とした農村金融市場の２つに分かれた金融市場
の二層構造が形成され、経済発展の度合いに著しい格差が存在している。このような格差
の原因は、計画経済から市場経済への移行に伴う混乱および内モンゴルが中国全土に対す
る資源基地として位置付けられた事によるものである。 
翻って金融市場に焦点をあわせると、国有企業を支えることを至上命題とした銀行貸出
しにより、大量の不良債権と深刻な赤字が発生し、銀行の経営維持が困難となった。この
事態を受け、内モンゴルでは 1994 年から金融改革が実施されたのであるが、銀行の収益性
を重視した優良企業中心の融資の結果、中小企業に融資を行う金融機関が実質的に消滅し
た。1998 年以降、中小企業は相次いで倒産した。新規企業を立ち上げるための資金調達先
がなくなったことで、農村地域の地場産業は深刻な不況に陥った。中小企業向けの金融機
関を整備しないままに、1994 年に金融改革が実施され、四大国有専業銀行の商業化が行わ
れた。その後 1998 年には銀行経営の商業化が一層強化されるに至った。 
内モンゴル経済および金融についての先行研究は数多く存在している。しかしながら、
信用システムの構築や信用に関する法律の制定とその施行、さらには、これらの厳格な運
用と違反者に対する取り締まりが必要不可欠であるにもかかわらず、このことに言及した
研究は皆無であった。このような信用システムが存在していない状況において、いくら理
想的な金融市場改革を実行したとしても、実際には、意図した成果が得られない。そこで
本稿では、この信用問題に焦点を絞って分析を行う。 
さらに本稿では、内モンゴル金融市場の二層構造問題を分析した上で、どのようにすれ
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ばこの問題を解決でき、都市部と農村部に関わりなく内モンゴル全体で資金を効率的に循
環させることができるようになるのかについても探求する。 
 以下第 2 節では、内モンゴル経済の分析を行い、第 3 節では内モンゴルの金融システム
とインフラについて考察を行う。そして最後の第 4 節で本稿の結論を述べる。 
 
２．内モンゴル経済の分析 
内モンゴル金融システムを分析する上で必要不可欠な、内モンゴルにおける経済発展の
歴史的考察とその特徴、産業構造について概観する。 
 
a) 内モンゴルにおける経済発展の現状 
現在、内モンゴルの総人口は 2399 万人で、その中でモンゴル人が約 30％を占めている。
都市や町には 242.9 万人の有識者が住んでいる。 
中国改革開放の初期において、内モンゴルの都市住民の所得水準は中国平均と比較して
も低いものではなかった。1980 年の内モンゴルにおける都市住民の平均可処分所得と農牧
民平均可処分所得は、どちらも中国全土において中位水準かそれをやや上回るものであっ
た。1980 年以降 1985 年までの間、内モンゴル住民の平均収入は全国平均と同じ歩調での
成長を維持し、しかも中国平均水準より高いものであった。しかし、1986 年から内モンゴ
ル住民の所得成長率が明白に全国平均所得成長率を下回り始めた。1989 年に内モンゴルの
都市住民の平均可処分所得は中国全土で最下位にまで落ち、農牧民の平均可処分所得も明
らかに減少している。それから 1990 年代後半まで、内モンゴル住民の所得水準は一貫して
全国最低水準にとどまっていた。 
1994 年から中国のマクロ経済に転換が生じた。主な変化は消費市場が売り手市場から買
い手市場へと転換したことがあげられる。市場における需給構造の変化により、企業間の
競争が一層激化し、その結果、多くの企業収益が減少し倒産するという事態に至った。1996
年以降、内モンゴルの 80％以上の国営企業と集団企業の収益が次第に減少し、その後、民
営中小企業の収益も減少し始めた。このことが引き金となって県域における工業全体が衰
弱し、不景気に陥った。内モンゴルの県域経済の状況から見て、企業倒産が比較的集中し
た期間は 1997 年～2000 年の間であり、この 4 年間で 80％の国有企業が倒産あるいは法律
上の破綻段階に入っていた。2000 年半ばから 2003 年まで、製造業や加工業など数多くの
産業は不況に陥った。不況に陥った産業に参入していた企業も、当然ながら皆経営不振に
陥ることとなった。多数の企業の倒産により、これらの産業は自然に当該地域の産業構造
から消滅していった。 
2004 年末に内モンゴル自治区は、中国政府による西部大開発政策と自治区外の地域から
の投資、および中国全土におけるエネルギー不足に対処するための資源基地としての優位
性を活かし、工業化や都市化・町化また農牧業の産業化を積極的に推進した。その結果、
内モンゴル自治区の経済成長率は 19.4％に達し、一人当たり GDP も初めて中国の全国平均
を超えた。しかし、内モンゴル都市住民と農牧民の平均可処分所得は依然として全国平均
より低いものである。 
現在のところ、内モンゴルの経済は著しい成長を続けているが、その主な理由として優
良大企業や国営企業の高収益が挙げられる。しかしながら金融改革以降、貧富の格差が急
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拡大したことにより、内モンゴル自治区内の住民の不満が高まっている。 
内モンゴル経済は「城市部」と「県域」に分類され、経済の二層構造を形成している。
内モンゴル県域経済では、工業の発展が非常に脆弱であり、農牧業を主体としている。工
業も農産物と牧畜業の産業化が中心であり、技術水準も非常に低く、著しく低付加価値の
簡単な労働集約的加工業の特徴をもっている。県域経済の発展段階、産業構造の特徴、信
用問題などの要因によって国有商業銀行を県域経済から撤退させ、農村信用社1の融資負担
をさらに重くさせた。改革開放以降、内モンゴル経済は成長を続け、2004 年には経済成長
率が全国第一位になった。しかし県域の一人当たり GDP は依然として全国平均を下回って
いる（表１）。工業化の程度、科学技術水準、人材、交通通信の整備状況等も全国平均を下
回っている。また、国有商業銀行が内モンゴル後進地域である県域から撤退したり合併し
たことが、県域経済発展を支える融資件数や融資量を減少させ、県域企業の成長と経済発
展を制約してしまっている。社会信用問題、産業構造、金融システムなどの改革を早急に
行う必要がある。 
県域経済は内モンゴルの経済発展において極めて重要である。内モンゴルには 82 の県
があり、その中で 60 の県が貧困県2である。県域総人口は 1800 万に達し、内モンゴル総人
口の 73.91％3を占めている。それゆえに人口の大部分を占める県域の経済発展を考えずし
て、内モンゴル自治区全体の経済発展は望めない。都市部に比較して内モンゴルの県域経
済の規模は小さく、経済成長率も低い。中国全体（図１）と比較しても経済成長率は小さ
いものである。 
 
表１：地域別の一人当たりＧＤＰ?
地域? 一人当たり ???（元?人）? 地域の一人当たり ?????
全国の一人当たり ????
年別? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ?????
全国? ???? ????? ????? ????? ?????? ????? ????? ????? ????? ?????
内モンゴル? ???? ????? ????? ????? ?????? ????? ????? ????? ????? ?????
広東? ???? ????? ?????? ?????? ?????? ????? ????? ????? ????? ?????
山東? ???? ????? ????? ?????? ?????? ????? ????? ????? ????? ?????
河南? ???? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ????? ?????
出所；  『内モンゴル統計年鑑 ????年度版』より作成 ?
?
計画経済のもとでは価格や資金配分などすべてが計画的に行われ、各地域間の格差はあ
っても余り大きくなかった。しかし、経済改革以後市場経済に転換し、市場経済化が進む
に従って、その格差はますます著しくなってきた。基本的な原因は経済全体が市場経済へ
転換する一方、エネルギー、素材、交通などの部門は中国中央政府に統制され、計画的な
低価格政策を実施し続けたことによる。内モンゴルは素材、エネルギー基地としての重大
な影響を受け、沿海地域およびその他の地域との格差がより拡大し、現在では著しい格差
になっている。つまり、経済全体が市場化されたにもかかわらず一部の産業が計画統制の
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もとに置かれたことが、政策的に不平等な局面を形成した。内モンゴルにおいて主な産業
が統制されている一方、金融の仕組み、すなわち資金配分は市場化されたため、内モンゴ
ルの資金は他の地域に流出している。その結果、内モンゴルはただ全国のエネルギー、素
材基地として位置付けられ、この状態から脱し、発展を求めることが困難になっている。 
近年内モンゴル経済において、比較的発展が早いのは都市部であるフフホト、包頭、オ
ルドスの３ヶ所であり、銀行融資もこの 3 ヶ所に集中して、自治区全体のその他の 3/4 の
地域は更に遅れている4。内モンゴルの城市部経済及び大企業の発展により、ＧＤＰ 成長
率は中国平均より高く、特に 2004 年は全自治区ＧＤＰ、固定資産投資及び大規模工業成長
は全国の上位に入り、そのうちＧＤＰの成長率が全国の平均を 9.9 ポイント上回ったが、
銀行貸出成長率が全国を 5.5 ポイント下回った。これは県域経済において融資が減少した
ためである。県域経済における融資削減の原因は、①内モンゴルでのほとんどの県域経済
の遅れと同時に国有商業銀行が撤退したこと。②社会信用環境などのため銀行融資が様々
な制約を受けていること。③政策銀行の融資は毎年しだいに減少してきたことなどによる
ものである。 
 
図１；中国の地図 
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図２：内モンゴル地図?
 
 
b) 内モンゴルの産業構造 
第 1 次、第 2 次、第 3 次産業の GDP で測った県域産業構造比率は、40.5：28.1：31.4 で
ある。内モンゴル自治区全体で見ても第 1 次産業の占める割合は 18.7%であり、中国全土
と比較しても高い方である。第 3 次産業はこの 10 年間で急成長し、内モンゴル経済の成長
と雇用増加の担い手となりつつある。しかし現在、第 3 次産業の経済成長率は下落し、
32.2％にとどまっている。これは前年比で 4％低下であり、近年減少傾向が見られる。名
目 GDP で見て、第 2 次産業は 49.1％と大きなウェイトを占めている。工業製品ランキング
で見ると、上位はエネルギー、素材関連製品で、生活関連製品はわずかである。石炭によ
る発電と鉱産物輸出が大きな比重を占める構造は、期待するほどの将来性のある産業構造
ではないことが明白である。現在は豊富な天然資源の優位性を活かせる電子、化学、畜産
の加工などの高付加価値産業の創出に高い期待が寄せられており、この分野への新規参入
も増加し、競争が激しさを増している。第 3 次産業の占める割合が著しく低いということ
は産業構造の高度化が明らかに遅れていることを意味している。工業化、農牧業の産業化
が比較的遅れており、農産物および畜産物加工の付加価値率も 30％前後と低く、中国国内
の発展地域と比較して著しい隔たりがある。1980 年代以降、内モンゴルのカシミヤ、乳製
品、マトン、牛肉などを原料とした畜産物加工業が順調に成長し、中国国内でのブランド
化にも成功した。このことが牧畜業の産業構造調整に重要な役割を果たした。畜産物加工
業と比較して農産品加工業は明らかに遅れている。改革開放以降、内モンゴルにおける一
人当たり農業生産高は全国第 3 位に入り、農産物の総生産高も約 2 倍に成長し、大穀倉地
帯となった。しかし、内モンゴルにおける農産物加工業発展の遅れが農業の発展のための
足枷となったのみならず、地域経済の成長をも阻害する要因となった。 
内モンゴルの農牧産業はもちろん発展しているが、その地理的な位置、生態環境、気候
条件、民族生活習慣などの原因によって依然高コスト低収穫の段階から踏み出すことがで
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きていない。農牧産業が依然として地域経済の弱点であり、内モンゴルの産業構造の高度
化にとって深刻な障害となっている。第 2 次産業は内モンゴル自治区における GDP の中で
大きな比重を占めてはいるがその大きさは低い水準にとどまっている。その原因として、
改善の効果が一貫しておらず全般的に近代化が遅れていることが挙げられる。1950 年代に
中国政府は内モンゴルへ直接投資を行ったり、他の省から移転させてきた多くの重点的な
工業プロジェクトを実施したりするなどした。当時、それらが内モンゴルの産業構造の柱
となっていた。例えば、50 年代から 60 年代にかけて相次いで建設された包頭の包鋼とフ
フホトでのフフホト鋼鉄工場など大中型の工業企業が内モンゴルの工業構造の主要な枠組
みを形成した。それらの企業のうち、いくつかのものは現在でも内モンゴルを代表する大
企業である。 
近年内モンゴルの経済が高成長を達成できたのは、主に経済の工業化が牽引車の役割を
果たしたからである。第 3 次産業は近年わずかに発展してきてはいるが、実質的には有望
なプロジェクトに乏しく、開発手段も比較的古く、また、ハードウェアの投入不足などが
原因となり、内モンゴルにおける市場経済発展のための全般的なニーズを満たすことがで
きず、地域経済発展の大きな阻害要因となっている。内モンゴルの農牧民の可処分所得に
おいて第一次産業からの所得は 84％を占め、中国の全国平均より 38％高くなっている。農
牧民の所得増加率は遅く、中国の平均収入との格差はますまず大きくなりつつある。 
また第 3 産業において情報通信業などが高成長を遂げているが、地場産業、中小企業な
どは資金調達などの問題によって、経営難に陥っている。産業構造の転換と高度化のため
には経済基盤を固めることが急務となっている。 
内モンゴル（図２）の産業構造（表 2）は、エネルギー、素材産業へ偏っており、化学、
電子、軽工業、畜産加工、乳業もあるもののそのウェイトが低い。 
 
表２： 内モンゴル産業比率（％）      ?
? 第１次産業? 第 ?次産業? 第 ?次産業?
年 度? 内モンゴル? 中国? 内モンゴル? 中国? 内モンゴル? 中国?
????? ????? ????? ????? ????? ????? ?????
????? ????? ????? ????? ????? ????? ?????
????? ????? ????? ????? ????? ????? ?????
????? ????? ????? ????? ????? ????? ?????
   出所：『内モンゴル統計年鑑 ????』より作成?
表 3：城市部と県域の産業比率            ????? ?
出所：『内モンゴル統計年鑑 ????』より作成?
年度?     ?????     ?????     ????? ?
? 第１次? 第?次? 第?次? 第１次? 第?次? 第?次? 第１次? 第?次? 第?次? ?
フフホト?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ??????
包頭市?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ??????
オルドス?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ??????
県 域?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????  ??????
????????? ? ?? ??
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表から見て、内モンゴル産業構造の中で、内モンゴルの産業比率は中国のそれとそれほ
どの格差はない。名目ＧＤＰにおいて、第 2 次産業は 49.1％と大きな比重を占めており、
その中で工業は圧倒的なウェイトを占めている。工業製品ランキングを見ると、上位はエ
ネルギー、素材関連製品で、生活関連製品はわずかである。石炭による発電と鉱産物輸出
が大きな比重を占める構造は、期待するほど将来性のある産業構造ではないことは明白で
ある。現在は豊富なエネルギーと比較的優位性を活かせる電子、化学、資本集約的畜産の
加工業などの高付加価値の産業の創出に高い期待が寄せられており、この分野への新規参
入が増え、競争の激しさを増している。第２次産業は内モンゴルＧＤＰの中で大きな比重
を占めているが全体的な発展水準は低い。内モンゴルの中で、問題になっているのは、内
モンゴル県域産業構造（表 3）である。内モンゴル県域産業構造は内モンゴル全体産業構
造に比べて第 1 次産業は 12 ポイント高く、第 2 次産業が 21 ポイント低く、内モンゴルの
県域経済は産業化、工業化が大変遅れていることを意味している。それが県域経済発展を
大きく制限し、今後の産業構造の高度化促進問題が急務となっている。 
3 つの城市以外の県域中心のＧＤＰ（表４）の全自治区に占める比率は 1990 年から減少
し始めた。 
出?
 
 
 
 
 
 
 
表５：城市部と県域の一人当たり平均ＧＤＰとその比較  
出所：『内モンゴル統計年鑑 ????』より作成 
表４??内蒙古県域ＧＤＰの成長率?％??
年度?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????
フフホト市?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????
 包頭市?  ????  ?????  ?????  ?????  ?????
オルドス市?  ?????  ?????  ?????  ?????  ?????
 県域?  ????  ?????  ?????  ?????  ?????
? フフホト? 包頭? オルドス? 県域? 一人当り? ? ? ?
????年一人当り????? ?????? ?????? ?????? ?????? ??????
内モンゴル全体での一?
人当り ???に占める割合?
????? ????? ????? ????? ?
????年一人当り ???? ?????? ??????? ??????? ?????? ??????
内モンゴル全体での一人当
り ???に占める割合?
????? ????? ????? ????? ?
????年一人当り ???? ?????? ??????? ??????? ?????? ??????
内モンゴル全体での一?
人当り ???に占める割合?
????? ????? ????? ????? ?
????年一人当り ???? ??????? ??????? ??????? ?????? ??????
内モンゴル全体での一?
人当り ???に占める割合?
????? ????? ????? ????? ?
????年一人当り ???? ??????? ??????? ??????? ?????? ???????
内モンゴル全体での一人当
り ???に占める割合?
????? ????? ????? ????? ?
 
出所：『内モンゴル統計年鑑 ????』より作成 
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内モンゴルは現在城市部の急速な工業化発展段階に入り、産業は主に重工業化学を中心
としている。県域経済における、農業畜産業の比率は相変わらず高いが、その発展は遅く、
内モンゴル経済の 2 層構造（表５）を形成させた。一方は、工業化を中心とした城市経済
と、もう一方は農業と畜産業を中心とした県域経済である。この 2 層構造の経済発展にお
いて金融は重要な役割を果たしてきた。特に近年、県域経済を中心とした地場産業、中小
企業などは資金調達面の困難などによって、経営難に陥っている。産業構造の転換と高度
化のためには安定した金融システムを構築することが急務となっている。 
 
c) 内モンゴル経済発展の抑制要因 
内モンゴルは近年確実に経済成長しているが、いまだ経済発展は限定されたものである。
まず、農業と牧畜業の環境条件が整っていない上に、経済基盤がそれほど安定していない。
土地生産性が全国一低い省・自治区になってしまった。 
内モンゴルの工業は数十年間比較的速く発展してきたが、その基盤は弱く、産業構造も非
効率的で設備の老朽化も激しく、旧式の管理システムが温存されていた。そのため、工業
成長率や平均 GDP が 2004 年まで全国平均を下回ってきました。 
 労働者の質も低く、旧式の技術や管理レベルが採用されていた。高級科学技術者も全国
平均の 2.8％より 1.9％低い。農牧業は長期にわたり、生産性が低く、自然に頼る古い形態
であった。工業企業の技術革新および商品開発の遅れ、企業内部の経営管理の遅れ、商品
の低品質、低い企業の収益性などの特徴を持っている。 
内モンゴルの生活水準は低く、電気が普及しておらず、通信設備の不備、情報網と流通
網の不備も経済発展を阻害している。内モンゴルは財政収支の不均衡が最も大きい省区の
一つであり、財政支出の大部分を国家財政補助によって補われている。それゆえに、補助
によって基本的な生活を維持することはできるが、経済発展のためまたは社会の他の事業
に使用する資金が大いに不足し、資金調達のソフト面での環境も未発達で、比較的優良な
企業も資金不足により事業の拡大が困難である。 
閉鎖的な意識が数多くの人々の考え方を束縛し、歴史的な原因にもより、内モンゴルの
広大な農牧地域では商品経済が未発達であり、改革開放初期までほとんどの地域は物々交
換の段階にとどまっていた。しかも古い経済体制からの束縛などの原因によって、内モン
ゴルの経済は、沿海地域よりはるかに遅れてしまった。 
 自治区全域での経済発展は、工業の発展が非常に遅れており、農牧業を主体とした自然
環境や財政への依存が高く、リスクの高い農産物と付加価値の低い簡単な加工による牧畜
業を特徴としている。これらの産業は生産に多くの時間を必要とするだけでなく、季節に
よる周期性の特徴も持っている。 
県域経済の経済発展段階と産業の特徴が不採算商業銀行を撤退させ、農村信用社融資を
制限することとなった。改革開放以降、内モンゴルの経済成長率は上昇し、特に 2004 年経
済成長率は全国第 1 位となったが、名目 GDP そのものは全国の最低水準に位置している。
都市部の平均収入は 8123 元と全国平均の 9422 元より低く、発展地域と比べるとはるかに
低い。また、工業化の程度、科学技術レベル、人材、交通通信等が全国平均を下回ってい
る。 
地域経済において、近年発展が比較的早いのはフフホト、包頭、オルドスの３ヶ所であ
????????? ? ?? ??
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り、銀行融資もこの 3 ヶ所に集中している。自治区のそれ以外の 3/4 の地域は更に遅れて
いる。内モンゴル全体の農産物、畜産物の加工付加価値もわずか 30％前後であり、中国で
も発展した省や市に比べて甚だ低いものである。 
また、国有商業銀行が自治区内の後進地域である県域から撤退したことが、県域経済に
おける融資を直接減少させることとなり、県域企業発展および経済成長を制約してしまっ
ている。これらの問題を早急に解決しない限り、本当の意味での内モンゴルの経済成長と
社会発展はあり得ない。 
 
３．内モンゴル金融システムの背景とインフラ 
内モンゴルにおける経済発展の段階、信用意識の希薄さ、信用システムおよび法律の不
備を放置した現状では、経済発展および金融発展は事実上期待できない。内モンゴルにお
いて、国有商業銀行の県域撤退は内モンゴル金融市場の二層構造問題を引き起こした。中
小企業に対して融資を行う金融機関が消滅した原因として、国有商業銀行の利潤追求が背
景にあるのは言うまでもないことであるが、根本的な原因としては信用システム・法律整
備などの問題があげられる。以下では、これらの背景・インフラを取り上げて分析する。 
 
a) 政府の金融機関介入と制度問題 
（１）政府の金融機関介入と制度 
①国有商業銀行の貸出の拡大につれて、資金をどのように有効に使うかという問題が金
融機関だけの問題ではなくて、中国、特に内モンゴルのような後進地域での政府と金融機
関の共通に直面する重要な問題となっている。しかし、各地域の経済発展を実現するため、
地域の政府は当該地域の発展状況や実行能力を一切考えずにプロジェクトを実施する許可
およびその資金を取得することに多大の努力を払うがことが多い。金融機関から政府に対
して意見を言っても無視される場合が多く見られる。企業に協力して積極的に銀行借入を
させるが、銀行が企業へ貸出した後、政府は「融資返済は企業側の責任であり、政府とは
関係ない」ということにする。融資が不良債権となった場合、政府は企業に協力するだけ
で、銀行の利益を考慮しない。このような政府の無責任な行動が金融機関の経営効率を阻
害している。 
②中国金融改革の強化によって、中国後進地域への各種の金融傾斜政策はしだいに弱ま
ってきた。第一に、後進地域への専門的な傾斜貸出を次第に減少或いは停止した。近年国
家は “羊毛備蓄貸出”、“辺遠貧困地域経済発展貸出”、“民族貿易と民族用品生産企業への
貸出”、“貧困県工業設立貸出”を相次いで停止し、数十億元の投入を減少させた。第二に、
金融機関の貧困支援貸出が次第に弱まった。1984 年から国家は大規模な貧困支援計画を実
施し、内モンゴルに大量の貧困支援貸出を行った。その効果として、県域の工業発展、農
牧業の産業化調整の基盤を整えられた。しかし、1998 年からこれらの政策を改め、貧困支
援貸出は農業銀行に移行したが、農業銀行の一層の商業化強化によって実現できなくなっ
た。そのため、内モンゴルの貧困支援という貸出が基本的に停滞状況になった。第三に、
国家は産業構造調整を行い、強引に数多くの小企業閉鎖を行い、高汚染業界の発展が制限
されることによって、後進地域である内モンゴルの“資源型”企業発展が阻害された。 
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（２）企業の銀行債務放棄に関する制度と法律問題 
国有企業の民営化に当って、国有企業時代の債務を誰が引き継ぐかということが不明確と
なり、民営企業の信用問題が金融機関に大きな阻害と負担を与えている。 
①違反行為である企業の銀行債務放棄に対する処罰などの内容が定められてないため、
企業の銀行債務放棄を食い止めるのが困難である。 
②中国は現在、計画経済から市場経済への移行途上にあるため、法律システムが依然と
して不備である。現在の法律で債権を保証しているが、その範囲、債務人の債務に関する
義務が完全ではない。財産を差し押さえる法律や強制執行制度がないため、95％の起訴に
は勝っても政府介入、賄賂をとって不正な決着などの要因によって、執行率はわずか 15％
5 だけである。企業制度改革の際の債務者の不明、銀行債務逃れ行為は水面下に隠れてい
る。現行の法律は銀行債務逃避行為に民事処罰方式を多く使用しているので制約力が低く、
企業は改革の機会を利用して銀行債務逃れを食い止めることが困難である6。 
中国人民銀行の調査によると、国有銀行が抱えるようになった不良債権全体のうち、各
レベルの行政機関の干渉によるものが約 30％、国有企業に対する資金面の支援が約 30％、
法律の不備が約 10％、政府による一部の企業の閉鎖と産業構造調整が約 10％となっており、
銀行自身の経営不備によるものは 20％となっている7。 
行政機関による干渉への対策をそなえることも内モンゴルにおいて特に必要である。国
有商業銀行も次第に地方撤退する一方、優良大企業へ融資を拡大しているが、商業化され
た銀行にとって、それが合理的であり、金融市場化のもとで合理的な傾向でもある。農村
信用社も農牧民の個人融資に特化している。さらに政策銀行は主に農業生産への融資を行
っている。地域経済の農産物、牧畜業の産業化のために中小企業へ融資する金融機関はほ
とんどなくなっている。そのため内モンゴルの地方中小企業は資金調達困難のための企業
拡大が一層困難になり、新しく設立された企業の寿命も非常に短く、短期で倒産するのが
ほとんどであるため8、これらの問題解決策は急務となっている。 
 
b) 内モンゴル中小企業信用保証機関 
中国は中小企業資金調達問題を解決するため 1998 年に全国的に信用保証機関を設置し
始めた。内モンゴル政府指導のもとで、内モンゴル計画委員会、経済貿易委員会、財政庁、
人民銀行などの部門から 1999 年に内モンゴル中小企業信用保証監督連合会を設立し、全自
治区信用保証システムが構築された。内モンゴルに現在 37 の信用保障機関があり、うち
24 機関が政府出資によって設立された。 
 
（１）内モンゴルの中小企業信用保証機構における問題点： 
内部要因による問題：①中小企業保証機関が中小企業の資金調達難という問題解決への
貢献度を現実より高く予測して、リスクと財政支出圧力を考えずに、資金力、経営管理能
力が低く、保証能力も低い信用保証機関を数多く設立した。②政府の関わりが大きい保証
機構ほど比較的経営効率はよいが、全額民間出資の機構は資金規模も小さく、信用度も銀
行の認可を得られないため保証業務を全面的に展開できていない。③信用保証機関は地方
政府の財政実力の影響を大きく受けるため、各地域の発展も不均衡であることが内モンゴ
ル中小企業信用保証企業の健全な発展を抑制している9。 
????????? ? ?? ??
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外部要因による問題：①数多くの信用保証機関の株を政府が持っているので政府の不正
介入も非常に多く、自立した保証主体になっていない。②実績不足、リスクへの抵抗力の
弱さが、保証実施をより困難にさせた。現在信用保証機関の信用保証する企業は新設立企
業や銀行から借り入れる資格のない企業である。これらの企業は担保不足、市場変化に耐
える能力の弱さ、保証リスクの高さなどの要因が保証成功率を抑制している。③内モンゴ
ル政府財政の限界のため、保証機関を拡大することが出来ない。これが一番大きな問題で
あり、解決しなければならない問題でもある。 
 中小企業の内部実力、信用、法律制度の不備、信用保証機関の実力などの多くの原因に
よって、国有商業銀行は中小企業にますます融資できなくなってきていると同時に、政策
銀行も資金不足など多くの原因で中小企業に融資できない現実がある。そのため、内モン
ゴルの県域経済の基盤となる中小企業の資金調達先金融機関が空白になっている現状を解
決することが内モンゴルにおいて喫緊の課題となっている。 
 
c) 中小企業の現状とその役割 
内モンゴル金融機関の金融システム効率と社会的な効率を分析するためには、その経済
の基盤となる中小企業の現状と特徴、背景、資金満足度などを分析する必要がある。そこ
で、中小企業（表６）と信用問題を分析する。 
①内モンゴルの中小企業の数は少なく、技術蓄積も非常に低い。中小企業は内モンゴル
経済の発展と社会発展にとって、重要な構成要素であり、重要な役割を果たしている。現
在内モンゴルの中小企業数は 11 万に上り、総企業数の 99％以上を占め、80％の自治区民
の雇用問題を解決し、社会経済発展において大企業が代替できないほどの大きな役割を果
たしている10。しかし、大企業に比べて中小企業の受ける制限はより多く存在する。現在
一番大きな矛盾は中小企業資金調達が困難なことである。その大きな原因は内モンゴル県
域への資金還元と金融機能の強化が充分でないからである。内モンゴルの中小企業対策が
講じられておらず、法律制度も整っていない。 
 
表６： 中国中小企業区分                 
出所：『中国中小企業区分』より作成 
②県域中小企業の金融への需要と満足度 
内モンゴルの県域企業はきわめて少数の中堅企業以外はすべて小企業であり、これらの
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企業は金融機関からの借り入れの依存度が非常に高い一方、金融機関からの資金調達は非
常に困難になっている。 
国有商業銀行が県域から撤退したため、県域にはただ農村信用社と農業発展銀行の２種
類の金融機関だけが残った。そのため、企業発展のための資金需要は根本的に満足が得ら
れず、数多くの中小企業が資金不足のため正常な生産と経営を保障できなくなった。それ
ゆえに、内モンゴルの県域経済において、企業の維持と成長は以前に比べるときわめて困
難になり、企業が苦しくなるほど銀行が貸渋り、銀行支援が弱くなるほど企業の維持と成
長および県域産業構造への調整能力を低下させ、企業の苦しみと商業銀行の県域退出は悪
循環となってきた。 
2000 年から内モンゴル国有商業銀行はほとんどの融資資金を中心都市、重点業界、重点
プロジェクトに当ててきた。国有商業銀行の貸出の中で県域中小企業が占める割合が急激
に下がり、県域経済は少なくとも資金面でかつてないほどに苦しんでいる。現在の民営中
小企業の金融機関から借り入れできているのは 30％までも達せず、70％以上の資金を自己
資金に頼る。これらの自己資金は民間貸し借り、または職員達が出し合って集めている。
銀行貸出の 85％が国有大中企業や国家重点プロジェクトに当てられ、銀行貸出の 15％のみ
が民営企業に当てられている11。実力と将来性がある民営企業も資金調達面で制限され、
拡大できてない。 
中小企業自身の制約、例えば、信用実績不足、経営リスクが大きい、担保不足などの原
因により銀行借り入れは中小企業にとって一番難しい問題である12。その原因は、①中小
企業経営上の難しさである。もともと中小企業は規模が小さくて、流動資金が不足してい
る、②企業の取引先が満期になった負債を返還しない、或いは故意に債務から逃げてもそ
れに対する法律が不備であることが金融機関の利益を大きく損わせてきた、③中小企業に
よる銀行債務から逃れがあらゆる所で発生した、という点にある。 
 
４．終わりに 
 近年、内モンゴル経済は急速に発展しているが、大きな問題を抱えている。まず、内モ
ンゴルにおいて、城市部と県域の発展格差が非常に大きく、金融市場の二層構造を形成さ
せた。しかもその都市部と農村地域の経済発展格差は拡大する一方である。 
以上から、内モンゴル金融システムの機能を働かせる前提条件として信用法をいち早く
制定し、実施する必要がある。 
 
（ご・ばいえい 本研究科博士後期課程） 
 
                                                        
1 日本の農協に当る。主に農民、僕民への小口、短期貸出しを行う。 
2 その県の財政収入が財政支出より低い場合を指す。 
3  包健「影响金融作用発揮的因素分析及対策思考」、『内蒙古金融研究』、2005 年 4 期 P.41 による。 
4 潘景栄「内蒙古地区金融風険潜在浅議」、『内蒙古金融研究』、2005 年８期、P.26 による。 
5  范忠厚「试论加快构筑良好社会环境」、『内蒙古金融研究』、2005 年 5 期、P.16 による。 
6  查方伟「企業逃避銀行債務の制度原因分析と対策研究」、『新金融』、2004 年 3 期。 
7  周小川「关与国有商業銀行改革的几个問題」、『金融時報』、2004 年 5 月 31 日。 
8  王忠新「県域経済発展に於ける資金問題について調査」、2004 年、PP.5－8. 
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9 「内蒙古中小企業信用但保机构检查情况的報告」、2004 年、PP. 1－8. 
10 同上。 
11 同上。 
12 同上。 
